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お わ りに

は じ め に

今 日,ア ジアは世界のIT生 産 と市場の拠点

となっている。1980年 代後半以降のアジアにお

けるIT産 業の発展に関 してこれ までに明らか

にされた要因は,貿 易と投資の国際間協定,途

上国政府のIT産 業振興政策,多 国籍企業の進

出,地 域的産業集積の形成などである。中でも,

アジアのIT産 業の発展にとって,技 術者,管

理者,企 業家な どのIT人 材が形成されたこと

はとりわけ重要である。先行研究(Saxenian,

2006;OECD,2008;夏 目,2010)は,こ れら

アジアのIT人 材の形成には国や自治体の人材

育成政策や教育訓練機関による役割のみならず,

人材の国際移動がきわめて重要な役割を果たし

てきたことを明らかにしてきた。

ところで,ア ジア諸国の中でも中国はIT人

材の国際移動の恩恵を受けた国の一つである。

今日の中国は,ノ ー トパ ソコン,PCの 部品や

周辺機器,携 帯端末などIT機 器の世界最大の

生産 ・輸出基地となっている。 しかし,中 国の

エレクトロニクス生産と輸出の主力は外資系企

業が担ってお り,中 国企業の多くは基幹部品を

輸入に依拠 しつつ生産体制を構築してお り,中

国企業の技術能力はまだ低いと指摘 されている

(丸川,2007;中 川,2007)。 しかしながら,こ

のように評価される中国の技術能力の中で も,

限られた範囲内ではあるが,今 日において も世

界的に高 く評価 される技術がある。中でも,中

国語情報処理技術は中国のパソコン産業の誕生

を促 した重要な技術革新である。

この中国語情報処理技術の革新は如何にもた

らされたのだろうか。中国のコンピュータ産業

の歴史を振 りかえると,1950年 代半ばから60年

代初頭 まで,ソ 連(現 ロシア)の 対中国への技

術移転が行われ,中 ソ両国間に技術者の交流が

起きていた。そのことが中国語情報処理技術の

開発とつながっていったと考えられる。このこ

とを解明することが,本 稿の課題である。

そこで,本 稿は,ま ず,第1章 において中国

IT産 業の発展と各段階における技術発展 を見

ることを通 じて,中 国語情報処理技術は コン

ピュータでの中国語漢字情報処理 を可能にした
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表1中 国の第1～3世 代計算機の主要機種数と開発機関

開発機関

・中国科学院計算技術研究所

・中国科学院華北計算技術研究所

(第15研 究所)

・中国科学院華東計算技術研究所

(第32研 究所)

・第56研 究所

●第706石 牙究 ブヲテ

・第709研 究所

・人民解放軍軍事工程学院

・北京有線電工場(第738工 場)

場 所

北 京

北 京

上 海

無 錫

北 京

武 漢

ハ ル ビ ン,長 沙

北 京

取り組む重点分野

基礎研究,国 防 ・軍事.重 点プ

ロジェクト建設

国 防

国防.軍 事用通信

軍の参謀本部

宇窟飛行

造 船

国防 ・軍事

計算機生産に指定された工場

開発機種数

7

26

7

7

4

3

6

1

(出 所)胡 守 仁(2004),371-400頁:胡 守 仁(2006),42一 霊8頁,210-212頁 に 基 づ き筆 者 作 成 。

重要な技術革新であることを示す。次いで,第

2章 では中国語情報処理技術の中身,そ してこ

の技術を開発したのがどのような技術者である

かを明らかにする。そして,第3章 ではこれら

中国語情報処理技術の開発者たちの技術が,ソ

連の対中技術移転の影響を受けてもたらされた

ことを明らかにする。すなわち,技 術者間にお

ける技術の伝承関係を遡る。このことを通 じて,

1950年 代のソ連の対中技術移転の中で 「技術者

を通 じた技術移転」はすでに行われてお り,そ

れが.中 国語情報処理の技術革新を支えていた

ことを解明する。

第1章 中国IT産 業における技術発展

第1節 コンピュータ産業成立以前の技術発展

1.計 画経済体制下の計算機開発体制

中国における電子計算機の開発は1950年 代中

期に開始 され,比 較的早かったが1980年 代半

ばまでは軍事 ・科学研究用が中心であったため,

産業までに成長することができなかった。本節

ではコンピュータ産業成立以前の技術発展を見

てい く。

中国では,1949年 後に官僚資本.民 族資本,

個人経営に対する社会主義改造が行われ.1956

年に国営企業と集団企業が全体の99%以 上を占

める生産手段の社会的共有制が形成された。こ

れに対応 して実施 されたのは計画経済体制で

あった。計画経済体制下の企業は,政 府から生

産品 目・数量に関する指令を受けて生産を行い,

製品販売 ・設備投資 ・技術開発の 自主権はほと

んど握っていなかった。つまり,技 術開発は自

主経営権をもつ企業が中心になって行 うのでは

なく.政 府が集中的に実施するのであった1)。

1956年 にスター トした中国の計算機開発が とっ

ていたのはこのような開発体制である。より詳

しく見ると,次 のとお りである。

まず,開 発を担当するのが主に表1が 示 して

いる3つ のグループであった。第1グ ループは

中国科学院系の研究機関であった。中国科学院

はソ連のそれに倣って設立された国の最高 レベ

ルの学術研究 ・技術開発機関である。中国初の

電子計算機の開発は科学院計算技術研究所の設

立準備と並行 して行われたのであ り,そ の後も

同研究所及びその地方支部は多 くの機種 を開発

した。第2グ ループは国防部(省)・ 軍の参謀

本部及び冶金部(省)・ 機械工業部(省)な ど

に所属 した研究機関であった。第56,706,709

研究所はその代表的な ものであった。第3グ

1)涯 海 波(1995),13-16頁 。
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ループは大学に所属 した研究機関であった。表

1の 人民解放軍軍事工程学院以外に,清 華大学

や北京大学が非軍事系大学の代表例 としてあげ

られる。

次いで,生 産 を担 ったのは北京有線電工場

(738工場)や 上海無線電第十九工場など電子部

品の指定工場であった。その うち,北 京有線電

工場は1957年 にソ連のプラント輸入で建てられ,

多くの代表的な機種の開発に携わってお り,ひ

いては独自開発 まで行った計算機試作 ・生産の

主力工場であった。ところが,開 発の全過程に

おいて,こ れ らの工場は開発の主役ではなく,

研究機関の協力者の立場 にあった。

最後に,開 発 された機種の用途について統計

データの欠如で正確に把握することが困難だが,

表1か ら,国 防 ・軍事向けは最 も多く,宇 宙飛

行 ・造船など国家重点プロジェク ト向けはそれ

に次ぎ.計 錦機の使用は文字通 り主に計算機能

を重視する特殊用途の分野に限られていたこと

が分かる。

この技術開発体制は1985年 に科学技術体制改

革が実施されるまでとられていた。中国の計算

機開発は,こ うした中で,コ ンピュータの科学

計算機能を中心に次のような技術発展を遂げた。

2.コ ンピュータ産業成立以前の技術発展

(1)ソ 連の模倣と独自開発の試練

(1956年 ～1972年)

中国における第1か ら第3世 代 までの電子計

算機は コンピュー タ産業成立以前開発 された

(表2)。 ところで,国 内 ・国際的情勢の影響 に

より技術発展が異なる様相を呈するようになっ

たため,2つ の時期に区分 して見ることにする。

1949年 に建国 した中華人民共和国は,東 西冷

戦とココムの輸入規制の中でソ連と軍事同盟や

技術提携など包括的な内容 を含む 「中ソ友好互

助同盟条約」 を結び,ソ 連は中国の主な技術提

供先 となった2)。中国は政府の主媒下でソ連か

ら技術を導入 して,1958年 には103型 小型真空

管式汎用計算機,1959年 には104型 大型真空管

2)張 柏 春(2bo4),12頁,、
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式汎用計算機 を開発 した。使用 した主記憶装置

は第1世 代機にとって比較的先進な磁気 コアで

あった。 ところが,1960年 代初頭に始 まった中

ソ対立により,中 国はソ連の技術援助を失って

独 自で開発を継続せ ざるをえなくなり,い わゆ

る 「自力更生」の時期 に入った。このような状

態が1972年 まで続いた3)。

中国の技術者が,1956年 には第2世 代 コン

ピュー タの主要論 理素子であ る トラ ンジス

ター4),1964年 には大型真空管式汎用機である

119型機及び中国の第2世 代計算機を代表する

441B型 機などを開発 した5)。中で も,441B型

機の計算速度は当時世界の先進 レベルに達 した

と言われている6)。また,1965年 に中小規模集

積回路開発への取 り組みがすでに開始された。

ところが,翌 年に勃発 した文化大革命が集積回

路の開発を大幅に遅らせた7)。

表2が 示 しているとお り,中 国の第1世 代計

算機の開発はアメリカに比べて12年 聞の後れを

とった。第2世 代機の場合には,中 国の代表的

な機種がアメリカのそれに5年 しか遅れていな

かったことからみると,米 中間の技術格差が縮

小 したかに見えるが,実 はそうではなかった。

というのは,ア メリカでは,第2世 代に入ると,

計算機が 「データ処理機」として広い適用分野

が開拓 され,科 学計算と事務計算用それぞれに

適 した電子計算機が別々に開発 された8)。それ

と対照的に,中 国の計算機開発には,既 述 した

とお り,科 学計算機能以外のハー ド・ソフト的

技術発展がほとんどなかった9)。中で も,ソ フ

トウェア開発における米中間の技術格差がむし

ろ拡大したと言えよう。

3)茜 明 傑 ・陶 志 剛 等(2004).86頁 。

4)林 蘭 英(2003),820-822頁 。

5)胡 守 仁(2006),44頁 。

6)前 掲 書277頁 。

7)前 掲 書44頁 。

8)通 産 省 監 修(1975)『 電 子 工 業 年 鑑1975年 版』,

270頁 。

9)胡 守 仁(2004)383-400頁,胡 守 仁(2006)

42-48頁 を参 照 。
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表2コ ンピュータの世代区分とアメリカ ・中国における代表的な機種

世代

1

2

3

3.5

4

使用素子

真空管時代

回路素子
…爽空管

記憶素子
…水銀遅 延線,

磁気 ドラム

トランジスタ時代

回路素子
… トランジスタ

記憶素子
…磁気コア

IC(集 積回路)時 代

回路素子
… トランジスタ,

IC

記憶 索子
…磁気コア

LSI(大 規 模 集 積 回

路)時 代

回路 素 子
…IC ,LSI

紀憶 素 子
… 磁 気 コ ア ,

LSI

超LSI時 代

回 路 素 子
…LSI 。 超LSI

紀憶 素 子
…LSI ,超LSI

特 徴

科学計算のための 「速い鋒
盤」が中心で.デ ータ処理

機 とい うまでは至らなかっ

た。

計算機は 「データ処理機」と

して,科 学計算と事務計算

用それぞれに適 した電子計

算機別々に開発された。

データ処理システムの中核

として電子計算機が認識 さ

れた。科学計筑用と事務計

算用の両方に汎用のハー ド

ウェアが開発された。

OSが 生まれ.発 展 した。

通信 との結 合や実時 間処

理,プ ロセス制御など適用

分野が極めて拡がった。

RAS(Reliability:信 頼 性.

AvaHability:保 全 性)と オ

ン ラ イ ン 用 と諸 機 能 を徹 底

的 に 追 求 し,記 憶 素 子 に集

積 回 路 を 使 用 す る な ど.い

くつ か の 飛 躍 が あ る 。

エン ドユーザ指向の複合分

散処理
ネットワーク…複数シス

テム間の大量データのや り

とり

データベース管理…大量

データの集中管理

年

1946

1947

1948

1949

1950

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

198五

1982

1983

1984

1985

ア メ リカ

ENIAC完 成

(UNIVAC-1)

IBM1401

IBMS/360発 売

IBMS/360最 終 機種

IBMS/370発 売

BMSIEシ リーズ(4300)発 表

中 国

103小型真空管式汎用機

104大 型真空管式汎用機

441B型 トランジスタ式機

DJS-100シ リー ズ(～83)

151一皿型!C式 汎用大 型機

DJS-180シ リーズ(～82)

DJS-200シ リーズ(-8σ)

(注)コ ンピュータの時代区分に関 して,第1～3.5世 代は 「電子工業年鑑1975版 」 の区分 法,第4世 代は中島一郎(1984)

の区分法 を採用 してい る。

(出所)通 産省監修q975)r電 子工業年鑑1975年 版」.269-271頁:中 島一郎(1984),166頁:胡 守仁(2004),352-397:胡

守仁(2006),42-48頁:胡 守仁(2006).201-212頁 に基づ き華者作成。
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表3シ リーズ機の開発とそのモデル機一覧

開発された機種

DJS-100シ リー ズ

DJS-180シ リー ズ

DJS-200シ リー ズ

8030

開発時期

1974～83年

1976～82年

1979～80年

1985年

モデル機

DGのNOVA

DECのPDP

IBMの360シ リー ズ

IBM370/183

(出所)大 西(2001)126頁 に基づ き筆者作 成。

② アメリカの模倣と量産化への準備

(1973年 ～1985年)

中国政府は,1971年 に国連代表権の回復,そ

して翌年にニクソン大統領の訪中などによる国

際関係の改善をきっかけに,1973年1月 に開か

れた第1回 電子計算機専業会議で計算機開発戦

略の見直 しをした。開発の重点を大中型計算機

から中小型シリーズ機 ・同周辺機器,後 になっ

てパ ソコンに移すことと,「自力更生」路線 を

放棄 し世界の先進技術 を導入すべ きであるこ

とに決めた方向転換が行われた10)。この方向

転換によ り,ア メリカのNOVA機 を模倣 した

DJS-100シ リーズなど中小型汎用シリーズ機が

開発された(表3)。 また,1970年 代前半のい

くつかの技術導入を通 じて小規模生産の能力が

形成され,量 産化への準備が前進 したID。 この

意味で,こ の時期はアメリカの模倣と量産化へ

の準備期である。

ところが,IBM360,370シ リー・ズ機に倣って

国産機を開発することはできたが,そ れを量産

し産業 として育成することはできなかった[2)。

というのは,計 画経済体制の下において,企 業

を主要顧客とするシリーズ機の市場が形成され

ていなかったからである。

こうした中で,1976年 に軍事用途向けに開発

された151一皿型大型IC式 汎用計算機の主要素

子はすべて中国の自主開発 した中小規模集積回

路であったため,同 機は中国の計算機開発が第

3世 代に入ったマイルス トーンとされている13)。

ところが,同 年では日米はすでに大規模集積回

10)中 川 涼 司(2007),53-54頁 。

ll)茜 明 傑 ・陶 志 剛 等(2004),87頁 。

12)大 西 謙(2000),126-129頁 。

13)胡 守 仁(2006),201-203頁 。

路(LSI)の 使用を特徴 とする第35世 代の後半

期に突入してお り,中 国と日米間の技術格差が

拡大 していった。その原因は中国のIC開 発が

遅れていたことにある。実は,1970年 代半ばか

ら80年代初頭にかけて,中 国政府が全国の技術

者を集めて3回 にわたってLSIの 開発に挑ん

でいたが,結 局は失敗に終わった。 これは,前

述 したシリーズ機開発 ・生産の場合 と同じく,

LSIの 開発 を支援す る市場が形成 されていな

かったからである14)。

1970年 代末に改革 ・開放が始 まったにつれて,

計画経済体制が しだいに崩れるようになった。

例えば,「放権」 と呼ばれた企業の 自主経営権

を拡大する改革を機に,よ り多 くの経営権 を手

にした一部の企業では,情 報システムの構築に

投資する需要が生 じた。 ところが,計 画経済下

の技術開発体制に市場原理を導入 しようとする

「科学技術体制改革」が始 まったのは1980年 代

半ばに入ってからのことである15)。そのため,
一方では,ユ ーザー企業は輸入機 を購入 して情

報システムを構築する。他方では,計 算機の開

発 ・生産は依然として政府主導の下で行われて

お り,計 算機の生産に指定 された企業はこのよ

うな需要に応えられないというような現象が生

じた。このことを解決 したのが1980年 代半ば以

降の長城,聯 想などの企業であった。

この時期にシリーズ機用の高水準プログラミ

ング言語,コ ンパ イラーない しはオペ レーティ

ング ・システム(OS),ア プリケーションが開

発 され,中 国のソフトウェア技術も前進 したと

いわれている。 ところが,シ リーズ機が開発さ

14)金 聖 東 ・趙正 平(1995),1-2頁 。

15)川 島 光 弘(2005),86-87頁 。
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表4中 国市場におけるパソコン販売台数と国産機シェア率の推移(1986～1997年)

販売台数(万 台)

国産機シェァ(%)

国内産台数(万 台)

1986年

6.9

6.5

045

1991年

10

42

4.2

1992年

25

39

9.75

1993年

45

33

14.85

1994年

75

44

33

1995年

115

50.4

5796

1996年

210

56

11Z6

1997年

350

67

234.5

(出所)上 海財経大學産業経済研究 センター(2007),491頁 。

れても,使 用できるソフ トウェアがほとんどな

いということが問題となった。中でも,如 何に

してコンピュータでの中国語情報処理を可能に

するかが焦眉の課題であった16)。そこから1974

年8月 に 「748プロジェク ト」が実施されるよ

うになった。それ以降およそ十年間をかけて開

発に取 り組んだ結果,数 多 くの研究成果が生ま

れた17)。

16)CSIA(2009),550頁 。

17)「748プ ロジェク ト」は.第1機 械部(省).中

国科学院.国 家出版事業管理局などによって発起

された国家プロジェクトである。同プロジェクト

は,1950年 代の中国語一ロシア語間機械翻訳シス

テムの研究結果と,70年 代中期からの漢字情報処

理システムの研究結果をベースにして,漢 字情報

コンピュータ処理の標準化を図る中国情報化推進

の第1弾 と位置づけられた。その下では,漢 字で

の通信,情 報検索,写 真植字技術の開発 という3

つのサブプロジェク トがあった。「748プロジェク

ト」に参加 したのが数百の研究チーム,数 万人に

及び,147ほ どの漢字入力法.数 十のシステム案

が提出された。そ して,1980年 に6763の 常 用漢字

を含む 「情報交換用漢字コード集」 との国家標準

(標準号:GB2312)が 公表 されたことをきっかけ

に,漢 字情報自動化処理の基礎を築 き,漢 字情報

システム普及の登端となった。さらに,1981年 の

「中国中文信息研究会」.1983年11月 の 「中国計算

機系統漢字信息処理専門委員会」の設立により,

挙 国一致の漢字情報計算機処理研究開発体制がで

きて,中 国譜の使えるハー ド,ソ フ ト及びコン

ピュータシステムが次々と開発され,コ ンピュー

タの中国における応用普及には大きな貢献を果た

した(胡 栄 安,2001,59-60頁;CSIA,2009。

551-552頁 による)。

第2節 コンピュータ産業成立以降の技術発展

1.パ ソコンの時代(1986年 ～1990年代半ば)

(1)コ ンピュータ産業の成立 と発展

1985年時点で中国国内においては,約10万 台

のパソコンが保有 されたが,輸 入品を主とした

これらのパソコンは中国語が扱えなかったため,

利用率が非常に低かった18}。こうした中で,長

城集団は1985年 に中国語が扱える長城0520CH

型パ ソコンを開発 し,翌 年に量販 を実現 した。

これを機に中国のパソコン産業が誕生 したので

ある19》。また,前 述 した計算機開発戦略の方向

転換により,中 国における計算機開発 ・生産の

重心がパソコン関連にシフ トしていって,パ ソ

コン産業がコンピュータ産業の主要分野になっ

ていたが故に,パ ソコン産業の誕生は同時に中

国コンピュータ産業の成立をも意味する。

ところで。中国語情報処理技術はコンピュー

タ産業の成立を促 しただけでなく,そ の成長に

も大いに寄与 した。表4が 示す とお り,中 国の

国内市場において,1986年 のパソコン年間販売

台数は僅か6.9万台であったが,1997年 の年間

販売台数は350万 台に達 し,10年 間に50倍 以上

までに上昇 したというような急成長であった。

また,国 産機は1986年 の6.5%と いう僅かなシェ

ア率から出発し,1995年 以降になると,50%超

のシェア率を握るようになったことから,こ の

急成長を支えたのが中国のパソコン企業である

ことがわかる。

それでは,ハ ー ド技術の面であれソフ ト技術

の面であれ,全 般的に言えば,海 外のパソコン

18)凌 志 軍(2005),89頁 。

19)劉 靭 ・張 永 捷(1998),528-540頁 。
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メーカーに比べて何の優位 も占めていない中国

企業はなぜこのようなことができたのであろう

か。詳述は次章に譲るが,そ れは,ほ とんどの

中国パソコンメーカーが.あ る種の中国語情報

処理技術を商品化 し,こ れをベースに して国内

顧客の需要に応えることができたからである。

(2)技 術上の課題と解決

この時期に技術上の最大の課題は 「748プロ

ジェク ト」の研究成果 を如何 に実用化(製 品

化)し ていくかであった。その際に2つ の問題

点が存在 した。まず第1に,中 国語情報処理技

術の開発にあたって,開 発者 らが国の研究機関

や大学に所属 していたため,産 業化以降,開 発

の主体である企業が人材を集めるのに苦労する

こととなった。次いで第2に,当 時の企業は大

多数が新設であ り,経 営資源,と くに人材の蓄

積が乏しい状態であったことがあげられる。

こうした申で必要な人材 を集めて中国語情報

処理技術 を製品化 した代表的な企業は四通,聯

想,方 正,長 城などである。これらの企業にお

いて,企 業家と技術者が手を組んで中国語情報

処理技術 を四通ワープロ,方 正レーザー写植機,

長城0520CH型 パソコン,聯 想漢字カー ドなど

の製品に導いた。

2.IT産 業の時代(1990年 代後半～現在)

1990年 代後半に,ソ フ トウェア.通 信やイン

ターネット技術の発展により次のような変化が

現れた。まず,ハ ー ドウェアにおけるパソコン

関連製造業の比重が低下 し,そ してまたパソコ

ン製造業においてもパソコンの低付加価値化が

進んだ。次 ぎに,通 信 ・ネッ トワーク関連製造

業の比重が上昇 した。最後に,ソ フ トウェア及

び関連のサービス業が重要になってきた。これ

らの変化により,産 業構造が大 きく変り,コ ン

ピュー タ産業 か らIT産 業 に呼ばれるように

なった。

こうした中で,技 術発展の面において評価さ

れている中国IT企 業は華為(Huawei),中 興

(ZTE),中 星微電子(VMicro)な ど数社 しか

ない。華為と中興はデジタル電話交換機 ネッ

トワーク関連機器の開発を中心に国際特許を取
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得 しはじめ,あ る分野ではCISCOな ど国際的

大手企業と競争できるようになった20)。中星微

電子はパソコン向けのビデオに使用されるLSI

の開発に特化 し,同 製品世界市場シェアの6割

を占めるようになっている2D。 しかしながら,

現段階ではこれら企業の技術発展はまだ進行中

であ り,取 得 した特許もそれほど重要なもので

はなかった。

本章では中国IT産 業における技術発展の筋

道を考察 し,限 られた範囲において数少ない技

術革新が存在 したが,全 般的に見れば中国の技

術レベルはまだ低いところにあること,そ して,

関連産業の形成が非常に重要であることを明ら

かにした。 しか しなが ら,中 国語情報処理技術

はその限られた範囲内ではあるが,中 国のパソ

コン産業の誕生を促 した,中 国の情報化に大 き

く貢献 した重要な技術革新である。それでは,

なぜ1980年 代半ばにこのような技術革新ができ

たのか,そ の開発者たちの技術はどこから,如

何に形成されたのか。次章では,こ れらについ

て考察する。

第2章 中国語情報処理技術と

その開発者たち

第1節 中国語情報処理技術

1.出 版 ・印刷関連の中国語情報処理技術

今 日,日 本や中国など漢字を使用する国々で

は,コ ンピュータやパソコンは数千字種の漢字

を多様なフォントで自由に扱 うことは当然のこ

とと思われるが,実 は,こ れは1980年 代末になっ

てようやく実現 したものである。なぜ漢字の処

理が大幅に後れをとったかというと,ア ルファ

ベットを使用する国においては,一 般のデータ

処理では47～63字 あればよく,テ キス ト処理で

も88～94字 程度の文字種が扱えれば十分で,こ

れを前提に入出力装置が開発されて きた22)。し

かし,ア ルファベットは1バ イ トの容量で表現

できるのと違って,漢 字を表現するには2バ イ

20)WorldBank(2007),p21.

21)董 軍(2009)。

22)情 報 処 理 学 会 歴 史 特 別 委 員 会(1998),144頁 。
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トが必要であ り.ま た.漢 字の文字種が多 く.

文字の字形も字画が多 くて複雑であるため,コ

ンピュータでの漢字処理はアルファベ ットと比

べてはるかに困難であったからである。

これらの特徴が原因で漢字を扱う際にぶつか

る壁は,漢 字をどのようにして入力するかであ

り,次 いで紙面やモニターなどへの出力手段の

実現が大きな課題であった。中国語情報処理技

術 とは中国語漢字の入力,文 字処理,製 版 ・印

刷,オ ペレーティング ・システムの開発などコ

ンピュータでの中国語情報処理を可能とする技

術の総称である。具体的に,中 国語情報処理技

術はどのような技術であるか,ど のような製品

に結びついたのかについては,第1節 では代表

的な製品を通 じて見てい く。第2節 では,中 国

語情報処理技術はどのような技術者によって開

発 されたかを明らかにする。

(1)四 通の中国語ワープロ

新聞 ・書籍出版と官公庁 ・企業の事務は文字

を大量に扱い,言 語処理技術を最も必要とする

分野である。ところが,中 国では,1980年 代半

ばまで文書処理に使われていたのは中国語タイ

プライターであったお)。新聞 ・書籍の印刷製版

の場合,文 字数とフォント数が非常に多 く,そ

の規模が一般用に比べて遙かに大きいが,結 局

は同じ作業が行われていた。このような中で,

中国語情報処理技術はまず漢字の製版 ・印刷を

活版印刷の時代から脱出させ,コ ンピュータで

の処理を可能にする技術である。代表的な成果

は次にあげている四通の中国語ワープロと方正

レーザー写植機である。

四通集団は日本製プリンターの販売代理店と

して1984年 にスター トした民間企業である。当

時の輸入パソコンとプリンターは中国語漢字の

23)中 国語タイプライターとは.A2サ イズの文字

盤に2千 数百文字の活字の母型が並べられ,そ こ

からタイピス トがまず必要な文字を一つ一つ見つ

け.次 に機械装置で文字の母型をピックアップし.

最後に紙あるいはガリ版の原紙に印字する.活 版

印刷の原理を利用 した機械である(中 国文化用品

公司教材編審委貝会編[1957]206-214頁 による)。
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処理が出来ないため,四 通はア ドオン ・カー ド

を開発 し.中 国語漢字のプリントアウトを可能

にした。その後,四 通創業者の中心人物である

万潤南はアメリカでワープロが普及する様子を

目にして.中 国におけるワープロの可能性に気

付いた。彼の経営的才覚 と王績志という技術者

の開発能力の結合によって四通ワープロが生み

出された24)。

王績志は,ま ず,日 本製プリンターのピン制

御プログラムを開発 し,中 国語向け漢字のプリ

ントアウ トを実現 した。この成功を踏まえて,

さらにフォント・ライブラリーの開発を完成 し

た。次に.彼 はピンイン入力法を導入 して漢字

入力の問題を解決した。そ して最後に,彼 は英

文キャラクター 「M」 を一つの点として使い.

16×16箇 「M」 の ドット・マ トリクスを使って

漢字を表現するという方法で漢字ディスプレー

の課題をクリアした25)。

上述 した技術に改良を加えて製品化 した成果

物は四通の中国語ワープロMS-2400シ リーズ

であった。四通の中国語 ワープロは,標 準配列

の英文キーボー ド,液 晶デ ィスプレー,CPU,

フォント・ライブラリーとプリンターからなる

一体型中 ・英文文書処理専用の小型コンピュー

タである。王績志が リー ドした開発チームは中

国でシステム設計を行い,横 浜でシステム設計

の調整及びソフ トウェアの開発を完成させた。

ハー ドウェアの生産は最初には日本のアルプス

社にODM方 式で委託され,後 になって四通と

三井物産の合弁企業によって行われるように

なった。

1986年 に販売を開始 した四通ワープロが,そ

の安さと中国語処理性能の高 さで政府機関と企

業の事務用途を中心に人気を呼んだ。販売の最

盛期において,四 通のワープロが国内市場の

85%以 上を占めていた%)。 中国語ワープロの開

発 を通 じて,四 通は中国のOA化 を大いに促

進 し,四 通社 自体も当時まるでハイテクの代名

24)中 川 涼 司(2008),67-68頁 。

25)王 組志(2006)。

26)王 少 青(2006)。
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詞であるように存在感が大 きかった。

② 方正の レーザー写植機

方正集団は,北 京大学発ベンチャー企業 とし

て1986年 に設立され,レ ーザー写植機の生産販

売で事業基盤 を構築 したのだが,実 は,方 正

レーザー写植機の開発は,会 社設立以前の1975

年に開始 した 「748プロジェク ト」のサブプロ

ジェク トとしてスター トしたのである27)。

中国では,活 版印刷に取 って代わった技術は

写真植字技術であった。写真植字技術 とコン

ピュータ技術の結合で生 まれた電子写植機の発

展は4世 代を経た。キーボー ドや鋤孔テープで

光学機械 を駆動する第1世 代機は1946年 に米国

で開発 された。文字は鎭孔 テープまたは磁気

テープなどを媒体 として,こ れをコンピュータ

の指令により電子的に植字する第2世 代機 も

1950年 代に米国で登場 した。コンピュータで

CRTの 蛍光面上に文字を描 く第3世 代機は,

1965年 に ドイツで開発された。コンピュータで

レーザーを操作 して文字を描 く第4世 代機はイ

ギ リスでは1975年.日 本では1985年 に登場 し

たお)。1975年時点で方正 レーザー写植機の開発

チームは,当 時世界中でもまだ製品化されてい

なかった第4世 代機の開発に取 り組 もうと決意

した29)。

ところが,コ ンピュータで漢字情報を処理す

るとなると,多 種多様である漢字のフォン トを

コンピュータのメモリにいかに記憶させるかが

最大の課題であった。漢字印刷の ドット位置を
一つ一つ記憶 させていたのでは膨大な記憶容量

が必要 とな り,当 時のコンピュータのスペック

では処理のスピー ドが必ずきわめて遅 くなる。

この問題の解決策として,開 発をリー ドした王

選は 「輪郭+パ ラメーター」という漢字の表現方

法を考案 し,必 要な情報量を500分 の1に 圧縮

することに成功 した。彼はこの技術で欧州の特

許を取得・し,1975年 から1991年 にかけて,漢 字の

字形処理 を加速するラスター ・イメージ ・プロ

27)劉 醐 ・張 永 捷(1998),12-20頁 。

28)澤 田 善 彦 「印 刷100年 の 変 革 」。

29)中 川 涼 司(2007),55頁 。
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セッサ(RIP)の 開発 ・改善に取 り組んでいた30)。

王選の技術 を利用 して開発 された方正 レー

ザー写植機が中国国内市場 をほぼカバー しただ

けではなく,東 南アジアや台湾,日 本など海外

にも輸出 された31)。1988年 か ら1994年 まで,

レーザー写植機はずっと方正社の主力製品であ

り続けて,最 盛期には全社売上げの70%以 上を

占めた。全社の売上高は1988年 の0.35億元か ら

1994年 の18億元に増大 し,対 前年比倍増の勢い

であった32)。

2。パソコン関連の中国語情報処理技術

前述 したとおり,1980年 代前半期まで中国語

が扱えるパソコンはまだ開発されていなかった。

当時の急務は輸入パ ソコン用のア ドオン方式漢

字カー ドを開発することであ り,そ して,次 の

目標は,中 国語の処理が出来るパソコン(以 下

中国語パソコンと略す)を 開発することにあっ

た。この2つ の課題 を解決 した代表的な企業は

聯想集団と長城集団である。

(D聯 想の中国語 カー ド

中国語情報処理技術の重要な一環である漢字

の入力をめぐって,「748プ ロジェク ト」が実施

されて以来,様 々な方法が提案され,た くさん

の入力法が開発されていた。大別すると中国語

カー ド式とソフトウェア式がある。中国語カー

ドとは,パ ソコンに差 し込むと中国語による入

力が可能となる基板である。ソフ トウェア式と

はカー ドを増設せずにソフ トウェアで同 じ機能

を実現する方法である。漢字の入力法には,字

形による入力法と発音による入力法という2種

類がある。字形による入力法 とは漢字外郭の形

を一定のコー ド(数 字あるいはアルファベ ッ

ト)に 対応させ,コ ー ドの組み合わせで文字を

表現する方法である。この方法では,基 本的に

は文字を一つ一つ入力する必要があ り,そ して,

操作できるまで トレーニングが必要である。こ

れに対 して,発 音による入力法はピンインその

まま入力すればよいため,素 人でもす ぐ出来る

30)

31)

32)

丸 川 知 雄(2004).49頁 。

劉 劒 ・張 永 捷(1998),50-51頁 。

丸 川 知 雄(2004).63頁 。
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というメリットがある33)。

聯想は聯想式入力法が組み込まれた中国語

カー ドを採用 した。聯想式入力法とは,前 の漢

字を入力すると,コ ンピュータはこの文字で始

まる単語の使用頻度に基づいて次の文字を自動

的に聯想 し,入 力候補 として提示する機能を有

する入力法である。当時,20種 類近 くの中国語

カー ドが販売 されていた中で,聯 想の漢字カー

ドは最 も多い人気を集めた商品であった。その

理由は次の2つ にある。第1に,聯 想の中国語

カー ドはピンイン入力法を採用 したため,素 人

でも入力作業が出来るからである。第2に,聯

想式漢字入力法は文字ではな く,単 語を入力の

単位としたため,ス ピー ドが速いからである卸。

1990年 に聯想が自社ブランドのパソコンを開

発 ・販売する以前は,主 にIBMや コンパ ック

などの輸入パソコンに聯想中国語カー ドを搭載

して,セ ットで代理販売をしていた。これを通

じて,聯 想は資金の蓄積 と流通分野における経

験の蓄積ができた。今日の聯想集団は世界4位

のパソコンメーカーとなっているが,漢 字カー

ドは聯想集団の事業の基礎を築いたと言える35}。

(2)長 城の中国語パソコン

中国では1974年 からパソコンの開発が始まり,

1977年 に国内初のパソコンが誕生 した。ただし,

そのパソコンは性能 とコンパクトさの両面にお

いて実用的ではなかったため.結 局,中 国政府

は独自開発を放棄 し.そ の後,1983年 にIBM/

PCの 互換機を開発する方針を固めた。当時の

中国では,コ ンピュータ量産の準備がある程度

出来てお り,CPUな どメイン ・パーツ以外の

ハー ドウェアの国内生産は可能であった36}。緊

急 な課題 となったのは中国語対応のオペ レー

ティング ・システム(OS)の 開発であった。

1983年 に,厳 援朝が リーダー となった開発

チームはCC-DOSと い う中国語OSを 開発 し,

「中国語PC」 と呼ばれた長城0520A型 機を開発

33)姜 徳 存(1985),3-4頁 。

34)徐 方 啓(2007),28-29頁 。

35)凌 志 軍(2005),39-40頁 。

36)茜 明 傑 ・陶 志 剛 等(2004)。86-87頁 。

Vo1.50No.4

した。 ところが,当 時CPUの 性能が低かった

が故に,漢 字を処理するたびにCPUの 処理ス

ピー ドが大幅に落ちるという問題が起 きた。そ

こで,開 発チームはハー ドウェアで漢字処理を

加速する方針を決め,中 国語カー ドの開発に取

り組んだのである。結果は望んだとおり,中 国

語カー ドを搭載することによってCPUの 負担

が軽減され,処 理スピー ドが上がった。そ して,

1985年6月 に長城0520CH型 パソコンが誕生 し

た37》。

長城0520CHは,中 国初の中国語対応パ ソコ

ンとして人気を集め,そ の供給は需要に応 じき

れない状況にあった。当時の電子工業部はこの

製品を量産するために,部 品生産能力を持つ国

有企業を統合 して中国計算機発展公司を設立 し

た。後になって,長 城というブランド名は遙か

に 「中国計算機発展公司」という企業名より名

高 くなったため,社 名が長城計算機集団公司に

変更された。1987年 に長城0520CH型 パソコン

の生産台数が1万 台を突破 した。 また.長 城の

パソコンが中国語のディスプレーと処理に優れ

ていたため,IBMの 中国向けパ ソコンPC550

に代わって売れ筋となった。長城集団は中国語

OSと 漢字カー ドによって1994年 まで国内 トッ

プ ・メーカーの位 置 を維 持 してい た。長 城

0520CHの 開発は,中 国コンピュータ産業の誕

生のシンボルまでになった38)。

第2節 中国語情報処理技術の開発者たち

1.技 術者たちの概要

(D四 通集団の王緯志

四通ワープロの主要開発者である王絹志は

1941年 生まれで,1963年 に北京大学数学力学学

部を卒業 した。四通集団に入社する前に,彼 は

中国科学院心理研究所で統計関連の業務や冶金

部自動化研究所で コンピュー タ関連の業務を

行ってお り,王 選の教えを受け,コ ンピュータ

言語にも精通 していた。彼は四通集団に入社 し

37)呉 鋒(2006)。

38)劉 醐 ・張 永捷(1998),529-540頁 。
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表5技 術者の教育と勤め先一覧

技術者

王 選

侃光南

王紺志

厳援朝

生年

1937

1939

1941

1951

卒業年

1958

1961

1963

1976

出身大学

北京大学数学力学学部

南京工学院無線電学部

北京大学数学力学学部

華中工学院電気機械学部

勤 め 先

北京大学無線電学部,方 正集団

中国科学院計算所,聯 想集団

中国科学院心理研究所,冶 金部自動化研
究所,四 通集団

第4機 械工業部第6研 究所,長 城集団

(出所 〉劉劒 ・張永捷(1998),12-20頁,528-540頁,凌 志軍(2005),37-108頁,王 少青(2006)に 基づ き筆者作成。

てからワープロの開発に取 り組み始めたのでは

なく,主 に冶金部自動化研究所に勤務 していた

期間中に開発を行ったのである。

(2)北 大方正の王選

方正 レーザー式写植機の開発 をリー ドした王

選は1937年 生 まれで,1958年 北京大学数学力学

学部計算数学専攻を卒業 した。在学の期間中に,

彼は 「北大1号 計算機」の開発に参加 した。卒

業後,彼 は北京大学無線電学部に残 り,教 員と

なった。卒業直後 王選は中型計算機の開発に

携 り,1961年 からソフ トウェアとハー ドウェア

の結合 をテーマに研究を始め,1964年 に国産コ

ンピュータDJS21機 に使われたALGOL60コ ン

パイラーを開発 したことがある39}。

(3)聯 想集団の悦光南

聯想中国語カー ドの主要開発者である悦光南

は1939年 生まれで,1961年 に優れた成績で南京

工学院無線電学部 を卒業 して,中 国科学院の研

究職に就いた。1968年,計 算所初の トランジス

ター計算機である717型 機が開発 された時,侃

光南は同機種向けの漢字ディスプレーの開発に

参加 した。彼は,「748プ ロジェク ト」の一部で

ある漢字情報処理 システム及び手書 き文字認識

装置の開発など多 くの国家プロジェクトに参加

することを通 じて,優 秀な研究者に成長 した。

1974年 に侃光南は聯想式漢字入力法のアイディ

アを考案 した。1978年,侃 光南は竺廼剛等との

協力で111漢 字情報処理実験 システムを開発 し

て,漢 字の聯想式入力,コ ーディング,保 存,

ディスプレー,プ リントアウトを可能にした。

39)前 掲 書,12-14頁 。

1983年,侃 光南 はLX-80型 漢字図形 マイクロ

機 を開発 し,前 述の実験 システムを実用的なも

のにした。その後,聯 想に入社するまでに侃光

南 は,こ のLX-80シ ステムをパソコンに移植

しようと試みていた4ω。

(4)長 城集団の厳援朝

中国初の中国語OSで あるCC-DOSを 開発

した厳援朝は1951年 生まれで,1976年 に華中工

学院電気機械学部を卒業 した。彼は,卒 業後電

力工場に戻ったが,1980年 に優れた技術才能

によって第4機 械工業部第6研 究所 に入所で

きた。

2.技 術者たちの共通点

中国語情報処理技術の主要開発者たちのキャ

リアをまとめると表5が 示す通 りである。この

表に見る技術者たちの共通点 として主に次の2

点が挙げられる。

第1点 は,彼 らの出身大学に関するものであ

る。つまり,彼 らは全員中国の理工系名門大学

卒である。そして,彼 らは全員改革 ・開放期以

前に卒業 したのである。

第2点 は,彼 らの職歴に関するものである。

彼らは方正,聯 想など企業に入社する前は中国

科学院,機 械工業部管轄下の研究所や北京大学

など重点大学あるいは国の研究機関に勤務 して

いた。その上,彼 らは大学や研究所の勤務期間

中に中国語情報処理技術の開発に取 り組み,且

つ相当な成果を上げたのである。そして,中 国

科学院や機械工業部管轄下の研究所は旧ソ連の

40)「 幌 光南:学 者追夢二十年」,『上海信 息化』

2006年 第7号,8-12頁 。
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技術開発体制に倣って設立されたことを考える

と,彼 らの技術形成には旧ソ連の影響と何らか

のつながりがあると考えられる。 したがって,

次章では,1950年 代におけるソ連から中国への

技術移転 を見た上で,技 術者たちの技術がどこ

で,如 何に形成 したかを明らかにする。

第3章 ソ連の対中技術移転 と

開発者たちの技術形成

第1節 ソ連の対中技術移転

Lソ 連の対中技術移転

本章では,ま ず1950年 代に起きたソ連の対中

技術移転はどのようなものなのか,い かなる影

響が残ったかを明らにする。この上で,中 国語

情報処理技術の開発者たちの技術がどこで,い

かに形成されたかを解明 してい く。

ソ連は1950年 代に少数の先端軍事技術を除い

てほぼ秘匿な しに数多 くの技術を中国に供給し

た。対中プラント輸出は主要な形であ り.完 成

品,部 品,原 材料などハー ド類と合わせて対中

輸出の9割 以上を占めていた。ソ連は,機 械設

備などハー ドウェアを輸出すると同時に,設 計

図 ・製法など技術資料も中国に渡 した。さらに,

ソ連から中国に派遣された専門家や技術者らは,

工場立地の地質調査をは じめ運営 ・生産などに

関するあらゆる指導を行い,中 国側が独自に工

場の運営 ・管理ができるまでほぼ全プロセスに

携わっていた。また,ソ 連は中国の留学生 ・研

修生向けの技術訓練 を実施することも多かった。

総 じて言えば,ソ 連の対中技術移転はハー ド・

ソフ ト的な要素 を備 えた包括的な技術移転で

あった。当時.150に わたる重点プロジェク ト

が実施 され,う ち10プ ロジェクトは電子工業 ・

計算機関連の電気 ・有線電 ・無線電工場のプロ

ジェク トであった。第1章 で言及 した,後 になっ

て長城パ ソコンの主力工場であった北京有線電

工場(738工 場)は その代表的なものである41)。

計算機開発におけるソ連の対中技術指導は,

包括的技術移転の好例である。技術移転のプロ

Vol,50No.4

セスは次のようである。まず,ソ 連の大学や研

究機関は中国からの研修生 ・留学生を受け入れ,

教育訓練を行った。その内容には最新機種の原

理や開発 ・組立技術も含まれていた。次に,ソ

連はモデル機種の部品一式を中国に輸出し.必

要な技術資料も中国に提供 した。最後に,ソ 連

からの専門家が中国の開発現場に臨んで指導を

行った。中国の技術者は,研 修や留学経験をも

つ者を中心にソ連技術者の指導の下で開発を仕

上げた。このようなダイレク トな技術移転以外

に,ソ 連から中国の高等教育への知識 ・技術移

転 も中国の計算機開発に大きな影響を与えた。

例えば,北 京大学数学力学学部の教育計画と科

目設定は,モ スクワ大学力学数学学部のそれを

ベースにしていた。1950年 代,同 学部の全科 目

の教科轡はロシア語教科書の中国語訳であった。

1955年 に同学部はソ連の大学に倣って計算数学

教学研究室を設置 し,1959年 に計算機実験室を

設立 した。また,ソ 連で考察 ・留学 した科学技

術者が母校に戻って教員になることも少なから

ずにあった弓2)。

ソ連の対中技術移転は,1960年 前後の中ソ対

立により停止 した。これはソ連が機械設備や部

品などハー ドウェア,技 術資料や教育訓練など

ソフ トウェアを中国に供与 しなくなることを意

味した。 しか し,教 科書や技術資料などに載っ

た技術情報や知識がすでに中国に移転されてい

たことと,両 国技術者の移動と交流を通 じて,

暗黙知が中国の技術者に蓄積されていったこと

から.計 算機開発に必要な技術 ・知識の中国国

内での移転がその後も可能であった。

2.「人」(技術者)を 通じた技術移転

ソ連の対中技術移転を担ったのが,訪 中した

ソ連の専門家 ・技術者と,表4に 見るソ連に派

遣された中国の留学者たちであった。表6の 第

③グループを例にとって技術移転の内容につい

て詳 しく見てみよう。研修に派遣された20人 は

ほとんど20代で,あ る程度の技術開発経験を持

つ若手技術者であった。彼らの学ぶ技術分野は

41)張 柏 春(2004),176-182頁 。 42)北 京大学数学科学学院(2008)。
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表6ソ 連視察,留 学,研 修経験者と技術移転

グ ル ー プ

①

②

③

④

⑤

期間

1956年

3月8

日 ～3

月28日

1956年

9月11

日 ～12

月

1957年

2月 ～

1958年

1956年

10月 ～

1962年

1956年

～1959

年

参加者

閾乃大,

胡世華,
・呉幾廉 ,

張効鮮,

徐献喩,

林建鮮な

ど

関乃大,

徐 献瑠.

呉 幾康,

夏培粛な

ど15人

全国から

選出した

25～30歳

の技術者

20人

高等教育

省が選出

したロシ

ア語学習

歴1年 の

30人

李三立.

徐培南な

ど10人

レベル

計鋒所設

立準備委

員会のメ

ンバー

同上

大卒,あ

る程度の

研究 ・開

発経験を

持つ技術

者

高卒

大学の若

い 教 員

(助 手,

講 師 な

ど)

場 所

モスクワ

同上

精密機械 と

計鉾技術研

究所,ソ 連

科学院計筑

センター

ソ連の工科

大学2校

ソ連科学院

言十算舜斤と言汁

算センター

(5人 ずつ)

活動内容

視察

ソ連科学院計鋒所,計 算センター,

動力研究所,自 動制御及び遠距離操

作研究所見学,ソ 連専門家 との座談

会など

視察

科学院10部 門,無 線禍工業8部 門,

器具及び自動化工業部1部 門,3つ

の教育機関,計21機 関の見学:ソ 連

専門家との座談会など

演算装置 ・内外部記憶装置,機 械構

造.電 源,ト ランジス ター数字回

路.ア ルゴリズム.プ ログラム設

計.言 語 とコンパイラーなどの分野

における研修

留学
計錦機専攻の学部生として留学

大学院生として留学

結果と意義

ソ連における

計算機開発,

開 発 の 管 理

な ど を見 学

した

計算所を設立
するための準
備

指導教員はす
べて研究室の

責任者或いは
主要技術者,
一年半を経て

ソ連の基礎技

術をほぼ習得
した

うち4人 が副
博士の学位を
取得した

(出所)張 久春 ・張柏 春(2003),64-72頁 に基づ き簸 者作 成

次のようであった。14人 は演算装置,内 部およ

び外部記憶装置,機 械構造,電 源 などハ ー ド

ウェア技術の研修,6人 はアルゴリズム,プ ロ

グラム設計,言 語 とコンパイラーなどソフ ト

ウェア技術の研修に取 り組んだ。研修を経て,

張効鮮など研修者は計算機開発に必要な技術全

般を習得 した。帰国後,研 修時にモデル機に指

定 されたソ連のM-20型 機 と1司じ原理 ・基本構

造を有する104型 機が開発された43}。また,104

43)胡 守 仁(2004),379-380頁 。

型機の開発期間中に,70余 人の技術者が地方か

ら開発の現場である科学院に集まってきて,見

学と協力をした44}。このように,ソ 連では,ソ

連の技術者から中国の研修者へ,中 国科学院で

は,ソ 連で研修を経た技術者か ら全国の技術者

へ技術と知識が移転されたのである。

表6の 第① と② グループのメンバーはより高

いレベルの技術者であった。彼 らのほとんどが

44)1ヨ 蓬(2008)「 張 効聯与104機 的誕生」『中国計

算機用戸』2008年1月 第1号,65-66頁 。
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帰国後に重要研究部門に残 り,コ ンピュータ開

発の中核技術者となった。彼らは助手 ・後学を

指導することを通 じて,自 分の知識 ・技術を助

手や後学に移転 したと考えられる。また,一 部

の研修者と留学者が,大 学教員となったことに

より北京大学や清華大学をはじめ多 くの大学が

ソ連の知識 ・技術を伝播する拠点となったので

ある。そしてまた,研 究機関に配属された研修

者 と留学者もいた。特に機械工業,冶 金工業は

ソ連の技術援助を受けた重要な部門であったた

め,傘 下の研究所はソ連技術の影響を深 く受け

たと考えられる。ちなみに,王 絹志と厳援朝は,

この二部門の研究所に所属 していた(表5)。

第2節 中国誘情報処理技術の開発者たちの

技術形成

次に,中 国語情報処理技術の開発者たちとソ

連の対中技術移転 との関係について見てみよう。

王選の出身学部である北京大学数学力学学部

は,ソ 連のモスクワ大学の同学部に倣って設立

された。彼が所属していた無線電学部は,数 学

力学学部の計算機関連の部門と物理学部の関係

部門か らなった。王緬志は王選と同じ学部の出

身で,先 述のとおり,王 選からソフ トウェア技

術を学んでいた。王紺志は科学院心理研究所に

勤務 していた間に,ソ 連からの帰国留学者に出

会ったことがある。彼は情報論を心理問題の研

究に応用 した研究者であり,王 績志に深い印象

を残 したという45)。侃光南の出身大学である南

京工学院は,欧 米からの帰国組教員が多くいた

大学であるが.彼 は1961年 に計算所に入所 し,

同所に20年間以上にわたって勤務 していたため,

計算所が彼の主要な技術形成の場であると思わ

れる。北京大学数学力学学部や計算所はソ連か

らの技術移転の主要な受け皿であった。

厳援朝の出身校である華中工学院は,ソ 連の

専門型人材重視の教育方針にしたがって1950年

代に新設された工科大学である。次の2点 から,

大学時代の厳援朝はソ連の技術の影響を受けた

45)王 組 志(2009)。

Vo1、50No.4

と推定できる。 まず,教 員中のソ連留学経験者

数を見ると,ソ 連による影響の大きさが窺える。

厳援朝が卒業 した1976年 時点では,留 学経験を

持つ教員50数 人の中,大 半はソ連からの帰国組

であった。1950年 代においては,教 員8人 のう

ちに少なくとも1人 のソ連留学帰国者がいた姻。

次に,教 育の内容か らソ連の影響が窺える。

1950年 代以降,中 国の大学教育は,学 部 ・専攻

の設置からカリキュラム,テ キス トまでソ連の

ものを倣っていた。このような状況は.文 化大

革命の末期 まで続いていた47)。

以上の考察結果をまとめると.次 のような技

術伝播のルー トが見えてくる。中国語情報処理

技術の開発者たちは留学 を経て海外で学んだ知

識 ・技術を中国に持ち帰ったのではな く,ほ と

んど国内の大学や職場で教師と学生及び同僚問

などの関係を通 じて知識 ・技術 を身につけたの

である。そして,彼 らの教師や同僚たちの技術

はどこで.如 何に形成 されたかというと,こ れ

は1950年 代に起こったソ連の対中技術移転まで

に遡るのである。 ソ連の対中技術移転 において,

機械 ・装置,原 材料,技 術資料など有形のもの

だけが中国に移転 されたのではなく,技 術革新

に必要な知識 ・技術は技術者の移動 を通 じて移

転されていたのである。こういった技術者を通

じた技術移転がその後の中国語情報処理技術の

開発を支えたのである。

お わ り に

ここまで,筆 者は1970・80年 代に生 まれた中

国発技術革新の1つ である中国語情報処理技術

はどのような技術なのか,開 発は誰によって,

如何になされたか,こ の技術革新を担った技術

者たちの技術はどのように形成されたかについ

て考察を行ってきた。

この結果,1950年 代に行われたソ連の対中技

術移転において,技 術者を通 じた技術移転がす

でに行われており,1960年 代から80年代初頭 ま

46)梅 世 炎 ・胡 伏 秋(2003),8頁 。

47)趙 賛(2007).15-17頁 。
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での技術者の技術は,技 術者を通 じた技術移転

により形成 されていたのである。 この技術移転

により,1980年 代の半ばに,中 国語情報処理技

術という限られた範囲において,中 国発の技術

革新が展開されたのである。
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